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千
両
箱

千
両
箱

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部

は
10
月
21
日
に
、
素
敵
な
シ

ニ
ア
の
為
の
Ｊ
Ａ
講
座「
菜

根
館
」の
５
回
目
を
開
催
し
、

日
帰
り
旅
行
の「
心
も
体
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
♪
～
Ｊ
Ａ
共

済
ふ
れ
あ
い
の
集
い
～
」に

26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

出
雲
市
平
田
町
に
あ
る
平

田
木
綿
街
道
醤
油
蔵
と
生
姜

糖
施
設
に
て
、
ガ
イ
ド
の
説

明
を
聞
き
な
が
ら
歴
史
を
学

ん
だ
後
、
松
江
市
玉
湯
町
に

あ
る
ホ
テ
ル
玉
泉
を
訪
れ
ま

し
た
。
美
味
し
い
食
事
や
温

泉
を
楽
し
み
、
Ｊ
Ａ
島
根
厚

生
連
の
健
康
教
室
に
参
加
。

松
江
市
在
住
の
田
邊
千
恵
さ

ん
を
講
師
に
招
き
、「
伝
統

的
ヨ
ガ
と
健
康
～
ス
ト
レ
ス

タ
フ
に
生
き
る
～
」と
題
し

Ｊ
Ａ
共
済
ふ
れ
あ
い
の
集
い
開
催

● 

素
敵
な
シ
ニ
ア
の
為
の
Ｊ
Ａ
講
座
「
菜
根
館
」

1
TOPICS

た
ヨ
ガ
教
室
で
実
際
に
体
を

動
か
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

心
地
の
良
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

ヨガ教室でリラックス ガイドの説明を聞く受講生

表示証授与の様子メロンの選果作業の様子

ボールの行方は…

参加者全員で記念撮影

温
泉
津
町
施
設
園
芸
組
合

は
10
月
21
日
に
、
秋
作
ア
ム

ス
メ
ロ
ン
の
出
荷
を
開
始
し

ま
し
た
。
養
液
栽
培
の
導
入

を
契
機
に
始
ま
っ
た
同
組
合

の
秋
作
メ
ロ
ン
は
、
天
候
に

恵
ま
れ
て
糖
度
が
高
く
、
美

味
し
く
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
選
果
さ
れ
た
５
０
０

玉
は
、
贈
答
品
を
含
め
て
県

内
外
に
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部
に
表
示
証
授
与

● 

大
田
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

2
TOPICS

秋
作
メ
ロ
ン
の
出
荷
が
始
ま
る

● 

温
泉
津
町
施
設
園
芸
組
合

3
TOPICS

10
月
21
日
、
Ｊ
Ａ
石
見
銀

山
地
区
本
部
を
訪
れ
た
大
田

市
消
防
本
部
の
幸
村
卓
己
消

防
長
か
ら
川
上
隆
本
部
長
に
、

消
防
団
協
力
事
務
所
表
示
制

度
の
表
示
証
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
同
地
区
本
部
で
は
職

員
の
協
力
の
下
、
37
名
が
消

防
団
に
所
属
し
て
お
り
、
平

成
20
年
の
同
制
度
開
始
以
来
、

連
続
７
回
目
の
認
定
と
な
り

ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
親
睦
を
深
め
る

● 

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女
性
部

4
TOPICS

10
月
15
日
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

石
見
銀
山
女
性
部
は
、
大
田

運
動
公
園
で
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山

地
区
本
部
役
職
員
と
親
睦
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
、
部
員
42
名
と
役
職
員

13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
森

脇
岸
江
女
性
部
長
は「
歴
代

の
役
員
・
部
員
の
皆
さ
ん
の

協
力
の
下
に
築
か
れ
た
女
性

部
活
動
。
今
日
は
楽
し
み
ま

し
ょ
う
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
下
、
参

加
者
を
９
組
に
分
け
て
ス

タ
ー
ト
。
特
設
16
コ
ー
ス
を

全
員
が
回
り
、
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
が
決
ま
る
た
び
に
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
競

技
終
了
後
に
行
わ
れ
た
お
楽

し
み
抽
選
会
で
は
、
地
元
の

特
産
品
な
ど
27
本
の
賞
品
を

用
意
。
滅
多
に
当
た
ら
な
い

と
自
信
満
々
の
部
員
の
名
前

が
呼
ば
れ
る
と
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

成
績
発
表
で
は
、
ブ
ー
ビ
ー

賞
と
そ
の
前
後
賞
の
同
ポ
イ

ン
ト
に
よ
る
じ
ゃ
ん
け
ん
決

戦
が
行
わ
れ
、
中
間
賞
と
上

位
賞
の
一
打
限
り
プ
レ
ー
オ

フ
決
戦
が
始
ま
る
と
、
盛
り

上
が
り
は
最
高
潮
に
達
し
ま

し
た
。
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JAしまね石見銀山地区本部JAしまね石見銀山地区本部

農業機械展示会 ＆
ミニアグリミーティング

お買い得!!お買い得!!

来場者様先着200名粗品プレゼント!!

低価格モデルトラクター

ご来場の際は、新型コロナウイルス感染症対
策としてマスクの着用をお願いいたします。

☎（0854）82-8007
JA農業機械課

JAチップソー

トラクター・コンバイン・田植
機から刈払機・運搬車・保冷庫
など中小機械も展示します‼

トラクター・コンバイン・田植
機から刈払機・運搬車・保冷庫
など中小機械も展示します‼ 農業リスク診断

農作業中事故のVR体験
アンケートに答えていただくと、

粗品進呈

土づくり肥料・次年度採用肥料・
農薬・大型規格除草剤（畦畔）

当日予約受付

JAしまね石見銀山農機センターJAしまね石見銀山農機センター

日時

会場

11月25日（金） 9:00 ▶16:00
11月26日（土） 9:00 ▶15:30
11月25日（金） 9:00 ▶16:00
11月26日（土） 9:00 ▶15:30

※トラクターの純正ロータリーに限ります。取付工賃は別途申し受けます。

ロータリー型式はここです！トラクター型式はここです！当日に限り
耕うん爪セット

20%OFF‼20%OFF‼
予約受付中!

２枚セットで 3,000円

次年度資材情報提供

ドローン関係・インボイス制度・
労災保険関係等

相談ブース
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■お問い合わせ■　JA農産課　☎0854-82-1014

令和４年度大型特殊自動車免許（農耕車限定）
取得準備講習会の開催について

　農作業機を装着し車両の幅が1.7mを超える農耕用トラクターで公道走行する場合、大型特殊免
許（農耕車限定）が必要です。この免許の取得に向けた準備講習会を以下のとおり開催いたします。
※免許の取得については、島根県西部運転免許センターでの特別試験に合格する必要があります。

JAによる農業所得申告支援事業について（お知らせ）

■お問い合わせ■　JA農産課　☎0854-82-1014

JAでは、組合員の皆様の事務負担軽減のため、
JAで１年間お取引きいただいた情報を、申告用
に帳票として整理し、収支計算の補完資料として
ご活用いただける農業所得申告支援を行っており
ます。
ご利用の際には、個人情報保護の観点から所定

の手続きが必要となります。
最寄りの支店にて、期日までにお申し込みをい

ただきますようお願いいたします。
　お申し込みいただくと、毎年帳票を送付させて
いただきます。
また、右記の明細表①、準備表②のほかに『購

買品取引明細書』についても、有料（220円）で
ご提供いたします。ご希望の方は最寄りの支店へ
お申し込みをお願いいたします。また、ご利用を
中止される場合も、最寄りの支店へお申し込みを
お願いいたします。
なお、JAグリーン・店舗において現金で購入
されたお取引きにつきましては、印字されません
ので、ご注意いただきますようお願いいたします。

１．申告支援の内容
　　①�農業収支計算明細表（１年間のJAでの取引

きを科目別に分類し、明細表を作成します。）
　　②�農業収支内訳準備表（科目別に集計された一

覧表になっています。）
２．ご利用方法
　　�農業収支計算明細表で、農業の経費であるか確認

し、訂正箇所があれば訂正し、農業収支内訳準備
表で集計します。これに、JA以外の取引きを加
算して申告にご利用ください。集計できるのは３
口座までで、ご家族の口座でも集計できます。

３．お申し込み時に必要なもの
　　口座届出印・集計口座番号・利用料引落口座番号
４．ご利用料金　帳票：550円　CD：1,100円
５．申 込 期 日　令和４年12月２日（金）
６．提 供 日
　　１月のふれあいの日に配布いたします。
７．そ　の　他
　　①�期日を過ぎますと、提供の時期が遅くなるた

め、別途郵送料をいただきます。
　　②�データでの提供をご要望の方は、農産課まで

ご連絡いただきますようお願いいたします。

石見銀山地区本部版

1.　日　　程　　令和４年12月３日（土）９：00～17：00
2.　定　　員　　20名
3.　場　　所　　JAしまね石見銀山地区本部駐車場（大田市長久町長久ハ56-1）
4.　費　　用　　25,000円（税込）
5.　申込方法　　令和４年11月24日（木）までに営農センター内の農産課までお申し込みください
　　　　　　　　（定員の都合上、先着20名とさせていただきます）

1.　日　　　　程　　令和４年12月５日（月）・６日（火）のいずれか
2.　会　　　　場　　島根県西部運転免許センター（浜田市竹迫町2385-3）
3.　試験料、登録費　　4,650円（税込）

準備講習会（座学・走行練習）

資　格　試　験
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9月28日
長久町

　大田町の相愛保育園の園児21名が、長久町の森脇稔幸さんのほ場で稲刈りを行
いました。例年、JA石見銀山女性部長久支部が受け入れていたこの催しは、コロ
ナ禍で3年ぶりの開催となりました。
　園児は、停止しているコンバインの運転台に乗せてもらったり、手作業で稲を刈
り取ったりと楽しい一日を過ごしました。稲刈りの最中、応援するかのように後を
ついてくる白鷺に大喜びでした。

しらさぎ

10月3日
波根町

　朝波小学校5年生児童15名とあけぼのこども園の園児7名が、農事組合法人はね
営農組合(竹下正幸組合長)のほ場で稲刈りをしました。
　同校は授業の一環として地域の農業についての学習を行っており、こども園の園
児と共に毎年同組合が田植えと稲刈り体験を受け入れています。児童・園児は、春
に植えた『きぬむすめ』を手作業で刈り取り、ハデで天日干しにしました。収穫さ
れた米は、12月の学校給食に提供されます。

10月4日
久利町

　久屋小学校5・6年生児童14名が、久利町の久利営農組合（木田敏憲組合長）の
ほ場にて『きぬむすめ』の稲刈りを行いました。
　この体験は地域ぐるみの開催で、手作業での稲刈りの後、同組合が用意したおも
しろクイズで農業や地域を学習したり、サルよけ花火の実演を見たりしました。春
に田植え体験を行った『コシヒカリ』は、既に収穫・精米されており、新米として
全員にプレゼントされると児童からは歓声が上がっていました。
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私
の
食
育
日
記

このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪ 読 者 コ ー ナ ー

石見銀山地区本部版

ス
ト
レ
ス
と
食
事

忙
し
い
日
々
が
続
い
た
と
き
、
う
ま
く

物
事
が
進
ま
な
い
と
き
な
ど
、
ふ
と
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
私
は
、
そ
ん
な
と
き
こ
そ
食

事
の
時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
食
事

は
、
ス
ト
レ
ス
の
悪
化
を
防
ぐ
力
に
も

な
っ
て
く
れ
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と
消
化
液
の
分
泌

が
減
少
し
、
消
化
吸
収
機
能
が
低
下
し
て
、

食
欲
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か

し
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
と
き
こ

そ
必
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
増
加
し
ま
す
。
消

化
し
や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
に
変
更
し
て
し
っ

か
り
炭
水
化
物
を
含
む
食
事
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
体

に
必
要
な
の
が
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
で
す
。
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
体
は
、
血
中
の
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
濃
度
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

は
ス
ト
レ
ス
と
関
係
の
あ
る
臓
器
に
も
必

要
で
す
。
そ
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
体
内
で
合

成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
不
足
さ

せ
な
い
よ
う
食
事
か
ら
欠
か
さ
ず
取
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
野
菜
や

果
物
に
多
く
含
ま
れ
、
特
に
カ
ラ
ー
ピ
ー

マ
ン
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
な
ど
に
多
い
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
水

に
溶
け
や
す
く
熱
に
弱
い
の
で
、
サ
ラ
ダ

や
加
熱
し
て
も
水
分
ご
と
飲
む
ス
ー
プ
が

お
薦
め
で
す
。ま
た
、ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
ジ
ャ

ガ
イ
モ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
に
も
多
く
含
ま
れ

ま
す
。
芋
類
は
で
ん
ぷ
ん
が
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

を
包
み
込
ん
で
い
る
た
め
、
加
熱
し
て
も

比
較
的
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
失
わ
れ
に
く
い
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
抗
酸
化
ビ
タ
ミ
ン
で
あ
る
ビ

タ
ミ
ン
Ａ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
も
ス
ト
レ
ス
と

戦
っ
て
く
れ
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
は
ニ
ン

ジ
ン
な
ど
の
緑
黄
色
野
菜
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ

は
ラ
ッ
カ
セ
イ
や
ア
ー
モ
ン
ド
、
オ
リ
ー

ブ
油
な
ど
の
他
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
の
魚
介
類

に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
き
こ
そ
、
こ
れ

ら
の
ビ
タ
ミ
ン
を
意
識
的
に
摂
取
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
何
よ
り
、
お
い
し

い
も
の
を
ゆ
っ
た
り
と
食
べ
る
時
間
も
ス

ト
レ
ス
解
消
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。
疲

れ
た
と
き
こ
そ
、
食
事
の
時
間
を
大
切
に

す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
●
岡
村
麻
純

■
秋
と
言
え
ば
、
食
べ
物
の
美
味
し
い
季
節
で
す
。
よ
く
で
き
た

も
の
で「
夏
の
疲
れ
を
秋
の
食
事
で
回
復
」で
す
ね
。
一
番
は
新
米

で
す
。�

（
Ｈ
さ
ん
）

■
Ｊ
Ａ
カ
ッ
プ
、
も
う
39
回
目
の
開
催
な
ん
で
す
ね
。
息
子
42
歳
、

孫
19
歳
、
保
育
園
年
長
の
孫
も
野
球
。
昔
々
、
応
援
に
あ
ち
こ
ち

出
掛
け
た
こ
と
が
懐
か
し
い
で
す
。�

（
Ｈ
さ
ん
）

■
先
日
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
お
お
だ
へ
買
い
物
に
行
っ
た
ら
、
大
盛

況
で
し
た
。
新
鮮
な
野
菜
を
求
め
て
お
ら
れ
る
の
だ
と
つ
く
づ
く

思
い
ま
し
た
。
今
更
な
が
ら
で
す
が
、
生
産
者
の
名
前
が
明
記
し

て
あ
り
安
心
で
す
。�

（
Ｔ
さ
ん
）

■
令
和
に
な
っ
て
４
年
、
ほ
と
ん
ど
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
顔
・

姿
が（
制
約
で
）は
っ
き
り
見
え
な
い
よ
う
な
感
じ
で
す
。
早
く

収
ま
り
ま
す
よ
う
に
祈
り
ま
す
。�
（
Ｈ
さ
ん
）

■
朝
晩
め
っ
き
り
寒
く
な
り
、
日
中
も
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
毎
年
、
雪
が
多
い
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
思
い
の
外
降
ら

ず
に
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
ど
う
か
な
？�

（
Ｈ
さ
ん
）

■
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
び
よ
り
10
月
号
の
表
紙
に
な
っ
た
清
水
さ
ん
を
は

じ
め
、
農
業
に
携
わ
る
若
い
方
た
ち
の
記
事
を
頼
も
し
く
拝
見
し

て
い
ま
す
。�

（
Ｓ
さ
ん
）
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和田店長の
独り言

和田店長の
独り言

みんなの直売市情報

12月の特売日
JAグリーンおおだ　すいせんの里

石見銀山地区本部管内 10 月子牛市場ランキング  ベスト 5（本人取り除く）

10 月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

【ヌキ】 【メス】

令
和
4
年
10
月
19
日

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢

メス
管内 25 784,300 171,600 528,044 -74,690 -165,629 280 256
中央 131 829,400 171,600 527,118 -17,228 -125,815 276 287
県 131 829,400 171,600 527,118 -37,338 -122,148 276 287

ヌキ
管内 23 848,100 325,600 661,004 -19,148 -140,979 310 274
中央 151 1,029,600 286,000 675,983 6 -131,087 307 280
県 151 1,029,600 286,000 675,983 -4,646 -150,678 307 280

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父
1 大国 長見　茂幸 361 286 幸紀雄 美国桜 百合茂 安福久

2 井田 森　　徳行 331 291 茂晴花 勝忠平 安福久 平茂勝

3 山口 大国　裕紀 404 266 若百合 勝忠平 安福久 百合茂

4 水上 ㈱大田原農場 300 258 福之姫 安福久 百合茂 安平

5
大国 林　　泰三 341 300 百合茂 美津照重 安福久 平茂勝

山口 三浦　英範 356 284 美津照重 美国桜 安茂勝 茂重桜

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 久手 川上　　泉 312 264 福之姫 美津照重 安福久 百合茂

2 山口 石橋　秀幸 384 272 福之姫 美国桜 華春福 百合茂

3 山口 三浦三重子 320 275 諒太郎 第1花藤 光平照 第7福桜

4 大国 長見　茂幸 298 293 久茂福 幸紀雄 勝忠平 茂重桜

5 山口 大国　裕紀 304 276 若百合 安福久 平忠勝 平金勝

▶
和
牛
五
輪
関
係
者
の
皆
様
方
、
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。
感
謝
で
す
。

メ
ス
最
高

久
手
町川

上　
　

泉�

さ
ん

▶
全
共
出
場
関
係
者
の
皆
様
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
更
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

ヌ
キ
最
高

仁
摩
町
大
国

長
見　

茂
幸�

さ
ん

２店舗合同セール
ポイント５倍デー

毎月 ５日、15日、25日（５のつく日）
たまご半額の日

毎月 10日、20日、30日（０のつく日）

JAグリ－ンおおだ、すいせんの里、生産販売課
※このコーナーは、石見銀山産直出荷者協議会の情報コーナーです。

10月の売上ベスト10 （数量ベース）※苗物・海産物を除く

大根・合わせ柿・しびき・レンコン・
ブロッコリー・きゅうり・里芋・菊・
ピーマン・キャベツ

ミニ白菜・しびき・きゅうり・トマト・
ぎんなん・大根・栗・ピーマン・
間引き菜・粕漬

57,584点

4,864点

JAグリーン
おおだ

すいせんの
里

12月2㊎日 16 173㊏日 ㊎
日

㊏
日・ ・ ・

朝晩の気温変化に身体が対応できないくらい寒くなりましたが、皆様お変
わりありませんか？
先月の終わりから11月初めにかけてタマネギ苗が出始め、更には新鮮な産
直品を所狭しと陳列することができ、お店全体が活気に溢れています。皆様
のおかげです。
まだまだ予断を許さない新型コロナウイルス感染症対策はもとより、今年
はインフルエンザが蔓延するような予想がされています。体調管理には十分
注意していただき、元気にこの冬を乗り切りましょう。
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銀
争
は
る
ば
る

銀
争
は
る
ば
る  

～
石
見
銀
山
戦
国
争
奪
絵
巻
～
⑰  

「
毛
利
軍
は
２
万
以
上
、
南
東
か
ら
２
手
に
分
か
れ
て

こ
ち
ら
に
は
る
ば
る
進
撃
中
」

　

枯
三
太
の
„
は
る
ば
る
報
告
“
が
来
た
。

「
２
万
以
上
か
…
、
元
就
は
、
今
回
は
ど
う
し
て
も
石

見
銀
山
を
手
に
入
れ
る
つ
も
り
だ
な
」

　

実
は
、
本
城
常
光
が
山
吹
城
主
と
な
っ
て
か
ら
、
幾

度
と
な
く
毛
利
元
就
か
ら
の
調ち

ょ
う

略り
ゃ
く

を
受
け
て
い
た
。
小

笠
原
氏
や
吉
川
氏
な
ど
の
西
石
見
の
国こ

く

人じ
ん

領り
ょ
う

主し
ゅ

を
経
由

し
て
東
石
見
を
任
せ
る
と
の
条
件
で
寝
返
り
を
誘
う
文ふ

み

が
あ
り
、
元
就
が
喉
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
石
見
銀
山
を

欲
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
苦
杯
を
舐
め
た
忍
原
崩
れ

に
つ
い
て
も
、
常
光
の
武
勇
を
称
え
る
美び

辞じ

麗れ
い

句く

が
並

ん
で
い
る
。
文
を
受
け
取
っ
た
側
は
、『
な
る
ほ
ど
悪

い
気
は
し
な
い
な
』と
策
士
毛
利
元
就
の
面め

ん

目も
く

躍や
く

如じ
ょ

た

る
文
面
を
前
に
冷
静
に
感
心
す
る
。
常
光
な
ど
は「
そ

う
か
そ
う
か
…
」と
経
四
郎
の
前
で
は
子
ど
も
の
よ
う

に
嬉
し
そ
う
で
あ
る
。
割
と
単
純
な
側
面
を
持
っ
た
城

主
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
こ
と
ご
と
く
丁
重
に
断
っ
た
結
果
が
毛
利
の

戦
支
度
の
知
ら
せ
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
度
は
元
就

の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
軍
勢
の
規
模
だ
。
さ
ら
に

臣し
ん

従じ
ゅ
う

し
た
石
見
の
国
人
領
主
の
兵
が
こ
れ
に
加
わ
る
こ

と
に
な
る
。

　

そ
れ
だ
け
の
軍
勢
と
な
る
と
、
な
だ
ら
か
な
斜
面
に

多
く
が
布ふ

陣じ
ん

で
き
、
山
吹
城
よ
り
標
高
の
高
い
仙
ノ
山

に
本
陣
を
張
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
城
内
を
見
下
ろ

し
な
が
ら
、
石
見
城
の
吉
川
の
軍
勢
と
で
挟
み
撃
ち
の

戦
法
で
あ
ろ
う
。
こ
の
仙
ノ
山
の
高
い
標
高
は
山
吹
城

の
数
少
な
い
弱
点
の
一
つ
で
あ
る
が
、
予
め
城
内
が
見

え
に
く
い
よ
う
に
東
側
に
土
塀
や
板
壁
を
施
し
て
あ
っ

た
。
攻
め
手
が
仙
ノ
山
に
布
陣
す
れ
ば
、
間
に
あ
る
銀

山
が
不ふ

文ぶ
ん

律り
つ

の
堀
と
な
り
、
夜
討
ち
な
ど
の
軍
勢
の
少

な
い
側
の
奇
襲
戦
法
は
取
り
に
く
い
。
ま
と
も
に
戦
え

ば
、
数
が
多
い
正
攻
法
の
毛
利
方
が
有
利
。
そ
こ
ま
で

読
み
込
む
と
、
早
速
軍ぐ

ん

議ぎ

で
あ
る
。

　

常
光
を
中
心
に
家
老
で
遊
撃
隊
の
椿
雅う

た
の楽
助す
け

、
弓
隊

の
三
浦
晴
光
、
守
備
隊
の
田
平
俊し

ゅ
ん

斎さ
い

、
応
援
隊
の
服
部

山吹城周辺図
戦国時代、石見銀山周辺には多くの城・砦があった。島根県遺跡データベー
スの掲載数は、この地図の範囲内に23箇所、大田市内では78箇所に上り、
まちづくりセンターなどで把握している小城や砦を加えると、100箇所以上
になると考えられる

※掲載の絵はイメージです。　※本物語はフィクションです。物語の内容、参考資料等については、広報誌JAしまねびより〈石見銀山地区本部版〉令和4年3月号に
　　　　　　　　　　　　　　　記載しており、JAしまねのホームページ（https://ja-shimane.jp/ginzan/koho/）にてご覧いただけます。

治じ

部ぶ

ら
諸
将
と
経
四
郎
で
役
目
の
確
認
を
行
う
。
兵

糧
は
予
め
十
分
に
用
意
し
て
お
り
、
晴
久
か
ら
の
差

し
入
れ
も
あ
る
。

〈
次
回
に
続
く
〉

山吹城本丸から望む仙ノ山
標高は仙ノ山537.5m、山吹城414m、頂上の直線
距離1000m余り

18

石見銀山地区本部版



年金無料相談

12月11日（日）JA大田東支店
☎0854-82-8514

外勤日（ふれあいの日）は

21日（水）・22日（木）・23日（金）
複雑な年金手続きのお手伝いをいた
します。どなたでもお気軽にご来店
ください。

※時間は９：00～ 14：00
※12月21日（水）： 三瓶店、
　高山店は休業いたします。

12月の

石見銀山地区本部版

＜材料（４人分）＞
　スープ
　・アジなどのアラ　適量	 ・玉ねぎ　１個
　・ゴボウ　２本	 　　　　　　　・生姜　適量
　キムチ鍋
　・バトウ鯛・レンコ鯛　適量	 ・大根　1/2本
　・ナス　２本	 　　　　　　　・白菜　1/4個
　・ニラ　１束	 　　　　　　　・豚肉　200g
　・豆腐　１丁
　・キムチの素（あるいはキムチ）　大さじ３
　・トッポギ　１袋

＜作り方＞
　魚のアラでスープをとる方法
　❶   ザルにアラを入れて、熱湯をかける。
　❷   鍋にアラを入れて、水を加えて火にかける。
　❸   ❷にありあわせの野菜の切れ端、生姜、玉ねぎ、ゴボウの皮を入れて臭みを取る。
　❹   しっかり煮て、できたスープをザルで漉

こ
して完成。（製氷皿でキューブを作ると、保存可能。）

　キムチ鍋
　❶   鍋にアラのスープを入れ、豚肉、大根など火の通りにくい材料から順に加える。
　❷ 灰

あ
汁
く
を取り、キムチの素を入れ、味付けする。

　❸ トッポギは韓国のお餅。後半に加える。
　❹ 弱火で火を通して完成。

体の芯から温まる
「魚のアラを使ったキムチ鍋」

今月の料理

提供：JAしまね石見銀山地区本部

　島根県立大学
　看護栄養学部健康栄養学科
　教授　今中 美栄 さん
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